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ニュースアップ

在⽶⽇本⼈⼥性が⾃閉症アプリ	 あなたの「声」を聴き

たくて＝科学環境部・根本毅

毎⽇新聞 2019年7⽉20⽇	 ⼤阪⼣刊

（左から）久保由美さんと渡さん、⾹穂さ

ん。渡さんは数学が得意で、進学した⼤学

で単位を取得し、表彰された＝2016年5

⽉、久保さん提供

	 ⾃閉症などで、思いを⾔葉で伝えることが難

しい⼈のためのアプリがある。「Ｖｏｉｃｅ４

ｕ（ボイスフォーユー）」。スマートフォンの

画⾯の「クッキー」や「寒い」などを表現した

絵をタッチすると、その⾔葉を話してくれる仕

組みだ。⽇本⼈が⽶国で１０年前に開発し、今

では世界約１２０カ国で使われる。このアプリ

の開発秘話は、⽶国で⾃閉症の⻑男を出産した

⼀⼈の⽇本⼈⼥性の物語でもある。

５キロもの絵カード

	 話は３０年前にさかのぼる。⼤阪府出⾝の久

保由美さん（５５）は１９８９年、会社員の夫

の海外赴任に伴い、⽶カリフォルニア州のシリ

コンバレーに引っ越した。英語が苦⼿で、２３

歳で結婚した当初は海外で暮らすなんて想像すらしていなかった。

	 現地で９１年に⻑⼥⾹穂さん、９４年に⻑男渡さんを出産した。渡さんは⽣まれて間もな

く、気管に奇形が⾒つかった。ミルクや⼩⻨粉、⾖、卵、ほこりなどに強いアレルギーがあ

ることも分かった。スーパーで買い物する時は、アレルギーの原因物質を避けるため、英語

で書かれた⾷品の表⽰の解読が習慣になり、冷凍⾷品を持つ⼿がかじかんで感覚がなくなる

ことがよくあったという。重度のぜんそくのため⾶⾏機に⻑時間乗せられず、⽶国で⼦育て

を続けた。

	 ⾃閉症と診断されたのは２歳の時だ。知的障害を伴い、パニックも起こす。睡眠障害があ

り、頻繁に⽬を覚まして⾃宅を抜け出そうとする。それを防ぐため、久保さんは３時間以上

続けて寝たことがなかった。
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	 ⼀番つらかったのは、⾃分の産んだ⼦が何を考えているか分からないことだった。「店で

いっぱい⼈がいる前で、ひっくり返って泣く。全⾝を使って何かを伝えようとしているの

に、分からないのは悲劇だった」

	 ただ、物や⾏動などのイラストをカード１枚ずつに描いた「絵カード」を使えば、「ごは

ん」や「喉が渇いた」などの意思疎通ができた。ところがカードはどんどん増えていき、数

百枚で５キロもの重さに。渡さんと外出する時は分厚いカードの束を持ち歩き、パニックに

対処したり、⾛り出す渡さんを追いかけたり。「カードの束を⼩さくできたら」とずっと思

っていたという。

技術は必要な⼈に

	 久保さんはシリコンバレーで暮らし始めたころから、数多くのボランティア活動に携わっ

た。孤⽴しがちな駐在員の妻が集まる会や、⾃閉症児のＰＴＡなどだ。その中に、⽇本⼈技

術者のネットワークもあった。２００９年のある⽇、久保さんの⾃宅に集まった技術者らが

ｉＰｈｏｎｅ（アイフォーン）の話で盛り上がっていた。

	 「その中に絵カードが⼊れば、⾃閉症の⼦は助かるのに」。久保さんの⾔葉に、樋⼝聖さ

ん（３９）らが「作りましょう」と応えた。久保さんは当初、渡さんの友達だけに渡すつも

りだったが、「困っている⼈は全世界にいるでしょ」と友⼈に指摘され、アプリを世に出す

ことになった。

	 樋⼝さんは、後に久保さんとベンチャー企業を創業することになる。⽶スタンフォード⼤

⼤学院で航空宇宙⼯学を専攻し、⼈⼯知能（ＡＩ）技術の機械学習を応⽤したモデル予測制

御技術を研究していた。

	 在学中に久保さんと出会い、絵カードの束を⽬にしていた。樋⼝さんは「宇宙ではなく、

地上にたくさんの問題があるんだなと思った。技術が、届くべき⼈に届いていない。関わっ

たボランティア活動でも、そういう場⾯ばかり。⽣活に密着した技術開発の仕事ができたら

いいと考えていた」と話す。博⼠号を取得し、卒業したばかりのころ、アプリの開発が始ま

った。

	 スピーチセラピストや学校の先⽣、⾃閉症の⼦の⽗⺟も開発に加わり、機能にとことんこ

だわった。⼈の絵は⽑がなく、服を着ていない。なぜなら、髪や服があると⾃閉症の⼈は

「なぜ同じ服なの？」などと注意がそちらに向いてしまうからだ。⾳声は、聴覚が敏感な⾃

閉症の⼈が多いため、低めで聞き取りやすい声の⼈を探して録⾳した。

	 さらに、簡単な⼿順で写真や⾳声を加えられるようにした。最初から⼊っている絵にはお

⽗さんやお⺟さん、きょうだいがない。これは「⼀番⼤切な家族の写真は、⾃分たちで楽し
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アプリ「Voice4u」の画⾯

んで作ってほしい」との思いからだ。

	 製品ができ、⾃閉症の⼦に使ってもらうと、

全くしゃべらなかったのに話し始めるというケ

ースもあった。６歳の⽶国⼈⼥児は「クッキ

ー」の絵を連打した。しかし、⺟は操作を教わ

るのに夢中で、振り向いてくれない。すると

「マム、クッキー」と初めて声を出したのだ。

⺟は感動のあまり号泣したという。

	 なぜ、絵カードが有効なのか。久保さんと樋

⼝さんはこう説明する。「⾃閉症は点と点がつ

ながらない。物事と⾔葉を結びつけるのが苦⼿

だが、絵なら理解しやすい」。さらに久保さん

は「渡の頭の中は、単語カードが全部落っこち

ている状態のようだ。『私は』というカードを

拾い、次のカードを拾ったら、その前の『私

は』を忘れてしまっている。だから⽂章ができ

ない」とも解説した。

起業して世界中へ

	 アプリは０９年１１⽉に公開され、１０年に

スペクトラム・ビジョンズ・グローバル社を設

⽴して改良を続けている。世界中の⼈が使い、

⾃閉症だけでなくダウン症や発達障害の⼈たち、さらに認知症の患者にも利⽤が広がった。

認知症は頭の中で物事がつながらなくなり、意思を伝えにくいという点で⾃閉症と似てい

る。

	 久保さんと樋⼝さんは昨年７⽉、京都市にボイスフォーユー社を設⽴し、社⻑には樋⼝さ

んが就任した。現在開発を⼿がけるアプリは、⺟⼦⼿帳ならぬ「⼤⼈⼿帳」。その⼈の病歴

や趣味、思い出の写真、どう死にたいか、などあらゆる情報を記録しておき、認知症などで

⾔葉で思いを伝えられなくなった時に備える。個⼈の取り扱い説明書だ。

	 情報技術を駆使し、⼈の思いを伝える⼿助けをする。久保さんらの活動は続く。

	 	 	 	 	 ◇

	 最後に、久保さんを⽀え続けた「原点」となる出来事を紹介したい。
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	 渡さんが⾃閉症と診断され、久保さんもスピーチセラピストから⼿話を教わることになっ

た。渡さんと会話するためだ。

	 久保さんは、「だめ」や「危ない」などの⼿話を最初に教わるのだと思い込んでいた。し

かし、教えてもらった⼿話は「アイ・ラブ・ユー」。⺟が息⼦に伝えたい、⼀番⼤切な⾔葉

だった。
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